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出
て
来
た
の
で
よ
け
よ

ヽ
ハ
ン
ド
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石
に
回
し
た

道
路
の
際
に
い
た
子
供
た
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し
ま
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ほ
ん

）出
来
事
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ど
う
な

っ
た
か

ち
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し二
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負
傷
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一
さ
ん
Ｑ
し
は
頭
な
ど

・重
傷
、
同
町

一
、
八
〇
七

一さ
ん
倉
し
は
右
モ
モ
に
二
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昭
島
署
の
調

べ
で
は
免

・者
が
急
場

の
間
に
合
わ
な

．無
免
許

の
荒
井
が
運
転
、

出
し
す
ぎ
た
も
の
。
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す
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控
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趣
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書
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の
制
上
を
き
か
ず
、
応
援
の
巡
査
数
人

に
も
旗
ザ
オ
、
棒
で
殴
る
、
け
る
の
暴

行
を
加
え
、
そ
の

一
部
は
赤
涙
を
た
て

「
人
員
警
察
な
れ
り
」
と
と
な
っ
た
。

場
蚕
偲
鳳
去
の
交
渉
だ
け
な
ら
こ
の
よ

ユヽ
（必
要
一ｋ
一て
な
い
ＯＬ
二
ヽ
こ
れ

露
天
商
刺
さ
る

テ

キ

屋

の

け

ん

か

二
十
九
日
午
後
五
時
こ
ろ
東
京
都
豊
島

区
池
袋
ニ
ノ

一
一
五
〇
須
田
晴
幸
さ
ん

方
で
酒
を
の
ん
で
い
た
同
区
雑
司
ケ
谷

六
ノ

一
〓
二
一
露
天
商
渡
辺
忠
則
さ
ん

含
じ
は
須
田
さ
ん
の
配
下
で
あ
る
ス
シ

職
人
岩
井
忠
明
倉
じ
と
口
論
、
包
丁
で

腹
と
頭
に
全
治

一
カ
月
の
傷
を
負
わ
さ

れ
た
。
池
袋
署
で
は
岩
井
を
傷
害
の
疑

い
で
検
挙
し
た
。

留
守
居
の
妻
を

一千
九
日

襄

っ
て
捕
ま
る

午
後
一一蒔

五
十
分
こ
ろ
、
墓
罫
智
冊
歯
五
反
田

六
ノ
一九
烹
黛
翁
葎
“敗
彗
室
曇
土

井
壼
二
さ
ん
方
に
若
い
男
が
墜
十
日
か

ら
押

入
り
、
留
守
居
中
の
妻
実
枝
子
さ

ん
倉
し
に
乱
暴
を
働
ら
こ
う
と
し
た
の

で
、
実
枝
子
さ
ん
は
逃
げ
る
は
ず
み
に

”年
５
ガ
ケ
な
い
落
ち
会
里
力
月
の

ケ
ガ
を
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

男
は
な
に
も
奪
わ
ず
に
逃
げ
た
が
、

通
り
か
か

っ
た
タ
ク
シ
ー
が
追
慾
、

５６
年
海
水
着
と

海
浜
着
売
出
し

オ
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オ
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現
代
劇
も
脚
本
公
募

第
十
一
回
芸
術
祭
開
催
要
項
決
る

今
秋

（
十
、

十

一
月
）
行
わ
れ
る
第
十

一
回
玉
術
祭
の
開
催
要
項
が
二
十
九
一日

文
部
省
て
開
か
れ
た
芸
術
祭
執
行
委
員

会

（
委
員
長
高
橋
誠

一
郎
氏
）
の
総
会

で
決

っ
た
。
こ
れ

に

よ

る

と
、
公

凍

は
、

こ
れ
ま
で
通
り
芸
術
祭
執
行
委
員

会
が
各
界
の
協
力
を
得
て
開
く
主
催
公

演
と
、
団
体
ま
た
は
個
人
の
申
請
で
参

加
す
る
参
加
公
演
の
二
本
建
と
す
る
。

主
催
公
演
て
今
年
大
き
く
変

っ
た
の
は

演
劇
部
門
て
、　
一
般
か
ら
募
集
し
て
い

る
脚
本
が
こ
れ
ま
で
歴
史
劇
に
限

っ
て

い
た
の
を
現
代
劇
も
合
め
る
こ
と
に
ワ

ク
を

拡
げ
た
の
と
、
田

中

千

禾
大
、

推
名
聖

一一、
中
野
実
の
三
氏
に
脚
本
を

依
頼
、
劇
団
に
公
演
さ
せ
る
こ
と
に
し

た
こ
と
。
ま
た
、
参
加
公
演
で
も
演
劇

の
う
ち
創
作
劇
に
つ
い
て

コ
ン
ク
ー
ル

を
な
う
こ
と
に
し
た
の
が
目
新
し
い
。

小

松

氏

が

再

任

帥
銀

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
経
営
委
員
会
は
十
九
日
、
副

△
長

に
前
副
△
良

公

螢

雪
風
生

澤

〓
、

監
事
に
橋
本
芳
蔵
氏
を
任
命
し
た
。
発

令
は
□
氏
の
沃
話
を
得
て
三
士

日
に
す

る
。
副
会
長
の
選
任
に
つ
い
て
は
経
営

委
員
会
が
役
員
の
三
選
を
認
め
な
い
と

の
申
合
せ
を
し
た
が
、

副
束云
長
は
Ｎ
Ｈ

Ｋ
内
部

か
ら

と
の

職
員

の
声
が

高
ま

り
、
人
選
難
と
な
り
、
結
局
小
松
氏
の

三
選
と
な
っ
た
も
の
。

神
奈
川
で
は
十
八
歳

未
満
の
観
覧
を
禁
止

『
処

刑

の

部

屋

』

【
横
浜
発
】
神
奈
川
県
児
童
福
祉
審
議

会
は
二
十
九
日
の
役
員
会
で

大
映
映
画

「
拠

刑

の
部

屋
」

（
石
昼
惧
太
郎
原

作
）
は

県
条

例
に

ふ
れ
る

と
し
て
十

八
歳
未
満

の
者
に
み
せ
な
い
こ
と
に
決

め
、
同
映
画
を
上
映
中
の
映

回
餌
に
通

昔
し
た
。
同
条
例
に
よ
る
と
通
告
に
違

反
し
た
場
合
は
罰
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
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